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ツミ（鷹類）の⼦育と⾃⽴・抱卵から独⽴の記録

（保存版）

⽣態系ピラミッドの頂上にいる鷲・鷹類のツミ

の⼦の成⻑を幸運にも記録出来ました。

・中国東南部、朝鮮半島などで越冬してい

ましたが、市街地の緑化にともない、住宅地

近くに留まるのも最近多く⾒かけられるように

なりました。

・⼋王⼦、狭⼭、深⼤寺、⾕本などツミの話

は聞きます。しかし、⼤⽊の天辺での営巣

で、ここのように、こんな⾄近での営巣はあり

ません。また、同じ巣での営巣は⼤変に稀。

・それだけに、Ｓ町団地の話題は広くに伝わ

り、多くの愛⿃家が集ったのも事実ですが、

愛⿃過ぎて⼈間カラスもいたのでは…の反省

もありますが、初夏の⾵物詩にすることも⼀

考です。

・この記録は、来年以降また取るのは難しい

と思えます。今回は、協⼒者も得て、多くの

画像での記録と致しました。

記：野⽕⽌⼈ 

＜イントロ＞

プロローグ画像では、⼦と⾔っても、や

はり猛禽が伺えます。

こちらは、雄親です。餌の捕獲が役

割ですが、雀、ムクドリ、燕など１０

数⽻が毎⽇餌になっています。獲物

は雌に渡します。付近には雀などが

⾒られなくなりました。

雌は雄から餌を受取り、調理して、

⼦に⾷べさせます。また、巣の補強な

どため、⽊枝などを運びます。勿論、

⼦の世話は役⽬です。

⼦は５⽻います。今⽇現在でこんな

に⼤きくなってます。⽻⽑の⾊もツミに

なっています。

親達の外敵への攻撃は激しいものが

あります。まだまだ、彼らは庇護下に

あります。

⼈間カラスも、攻撃の対象です。痛い

⽬に会った⽅もいます？ 完璧に⼦

を守ります。

★抱卵から誕⽣の巻

画⾯をダブルクリックして拡⼤してくだ

さい。抱卵しております。

抱卵から30⽇で孵化すると⾔います

ので、もっと以前から温めいたのでしょ

う？

（記録 ６/１）

孵化しました。

ツミはタカの中で⼀番⼩さい種です。

（記録 ６/７）

５⽻でした。

★愛情分配の巻

⼦に餌を⾷し易くして与えています。

１⽻１⽻に公平に与えています。

最⾼に可愛い時かな…。 餌を公平に分け与えるのは、カワセミ

の映像でも⾒ました。

⾃然界のルールでしょう！！

夏⽇には、⽻を広げて影を作ってあげ

ています。

また、⾬の⽇も⽻を広げます。

元気！元気！

まだ、⽩無垢での元気印です。

（記録 ６/１７）

どんどんと育っています。⽇々姿が変

わってます。

★捕⾷の巻

餌は空中で捕えるのを⾒ます。「空中

捕殺」ですか！ また、圧巻は、餌を

運んで来た雄が、空中で、雌に渡す

様⼦です。

すごいですね！！「獲物の空中渡し」

はショウですね！

雌が完全に受取りました。

雌は⼦のために調理します。 雄は渡すとまた狩に出ます。 雌との打ち合わせかな？

餌の催促。早いもので換⽑し⽩から

⼤⼈⾊なっています。

こんなに⼤きくなっても、⼝移しの給

餌。

そろそろ、⾃分で⾷え！！かな？

★成⻑⾃⽴の巻

雌親が⾶び⽴つ。

親が居なくなると、⽻を伸ばしま

す…。

巣から落ちて、よじ登ってます。 よじ登る⼒がついているのですね。

こっちは⾶び出したはよいが、オナガの

巣へ…。

こちらは、団地の通路の⼿すりにぶら

さがり。

遊んだ後は、巣に戻る⼒がついて来

ているようです。

「⾶び⽴ち」の巻

盛んに、⾶び⽴ちの訓練開始。
既に、成⿃の⾵体ですね。 ⾃⾝満々かな？ 猛禽の威厳の誇

⽰かな！

旅⽴ちもあと少しです。

（記録 ６/２４）

(エピローグ）

独り⽴ちの条件は、⾃⼒での捕⾷。

訓練が始まってます。

近いうちに⾶び⽴ちがあるでしょう。

カワセミ、コチドリ、ツミとたて続けに⼦

育てを観察しましたが、⿃を⾒習う

と、最近の相次ぐ過激な⼈⾝事

件…など考えられない⼼境です。

今回、画像協⼒をいただいた⼤⾨の

Ｏ⽒に厚く御礼申しあげます。

（完）
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